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n 保津川のごみ問題と「かめおかプラスチックごみゼロ宣言」 
 2018 年 12 月に亀岡市長ならびに亀岡市議会議長により発表された「かめおかプラスチ

ックごみゼロ宣言」は、国内初となるプラスチック製レジ袋禁止条例の制定をめざすことを

掲げ、国内外から大きな注目を集めています。しかしながら保津川には依然として大量のプ

ラスチックごみが流れ着いており、その発生抑制に向けた抜本的な対策が求められていま

す。 

 こうしたごみの多くはレジ袋や飲料用ペットボトルをはじめとした使い捨てプラスチッ

ク製品が多くを占めており、保津川の生態系、また観光産業への影響は非常に深刻なものと

なっています。こうしたごみは、やがては海へと流れ出し、海洋プラスチック汚染も引き起

こしています。 

 

n 急がれる対策（抜本的問題解決に向けて） 
海や川のプラスチック汚染の解決には、国を挙げた取り組みが欠かせないことはいうま

でもありませんが、国レベルでの法制度の整備には多くの時間を要するのも事実です。多く

の国がそうであるように、国レベルでの制度整備は地方の先進的な取り組みの積み重ねが

あってこそ進むものです。 

諸外国では、プラスチック製レジ袋の提供禁止はもはや一般的なものとなりつつありま

すが、一方で生分解性プラスチックなどの代替品への置き換えは、環境負荷を考慮して慎重

に進められています。単なる代替素材への置き換えだけではなく、ごみの発生抑制のために

は、私たちが慣れ親しんできた使い捨て文化からの脱却は不可欠です。「脱プラスチック」

の世界的な流れは、社会・経済システムの急激な変革をもたらしており、躊躇している余裕

はありません。 

 

n 未来を担う子供たちのために（私たちの願い） 
 私たちはこれまで、官民一体となって清掃活動に取り組むとともに、海ごみサミットや川

ごみサミットの開催などを通じて、世界的な課題となっているプラスチックごみの発生抑

制に向けた取り組みを進めてきました。 



幸い、報道機関や亀岡市の調査においても、市民の大半はレジ袋禁止条例をはじめとした

プラスチックごみゼロをめざす取り組みを支持していることが明らかになっています。そ

してまた亀岡市内では、多くの子供たちが熱心にプラスチックごみ問題を学び、私達大人に

対しても素晴らしい提案をしています。未来を担う子供たちに素晴らしい環境を守り伝え

るとともに、子供たちに恥ずかしくない取り組みを今こそ大人が行動で示す時ではないで

しょうか。 

つきましては、これまで亀岡市が取り組んできた美化推進のまちづくりを一層推進し、プ

ラスチックごみゼロのまちを実現するための第一歩として、「亀岡市プラスチック製レジ袋

の提供禁止に関する条例」の制定および確実な施行をお願いします。 

 

なお、現在審議中の条例（案）が実りあるものとなるよう、私たち市民は行政機関や事業

者と緊密に協力して、以下の取り組みを進めます。 

 

1. エコバッグ持参率100%の実現 
私たちは、エコバッグ持参率 100%を実現し、保津川やその支川におけるごみの中でも特に

多いプラスチック製レジ袋がゼロとなることを目指すとともに、引き続きその他の使い捨

てプラスチックの削減を推進します。 

 

2. 事業者の取り組みへの理解 
私たちは、プラスチック製レジ袋の提供禁止や生分解性の袋が有料化されることを理解し、

事業者とともに使い捨てプラスチックの削減の第一歩となるプラスチック製レジ袋の削減

に取り組みます。また、積極的に取り組む事業者を規模の大小を問わず応援します。 

 

3. 使い捨てプラスチック削減への積極的な市民参加の実現 
本条例は、環境先進都市としての取り組みの重要な第一歩であり、今後、どのようにしてプ

ラスチックごみゼロのまちづくりを実現していくのか、市民、事業者、行政が一体となった

議論をさらに深め、市民の参加意識を一層高めていきます。 

 

4. 市民の満足度の向上 
ごみの発生抑制を進めるとともに、再資源化率を国内トップレベルの水準まで高め、それに

より生じる収益を市民的な議論を通じて地域に還元することで、「この町に住んで良かった」

と感じられるよう、市民の満足度の向上を図ります。 

 



5. 積極的な情報発信 
全国初となるプラスチック製レジ袋の禁止は、国内外の大きな注目を集めています。条例案

の審議、採決および施行に関して、行政機関だけではなく市民も積極的な情報発信を行うこ

とで、同様の取り組みをめざす国内外の自治体のモデルとなることをめざします。 


